
  

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１１日（月）に，となりの島（豊島・大崎下島）へ校外学習に行ってきました。

今回の校外学習は，総合的な学習の時間「単元：となりの島へ行ってみよう」の学習の一

環で，これまでにインターネットやとびしま探訪等で調べたことを，より詳しく知るため

に現地に赴いたものです。 

豊島の親水公園を皮切りに，みかんメッセージ館や御手洗の各種観光スポットを約２時

間かけて回りました。同行して頂いた下蒲刈ボランティアガイドの角幡彩さんに，御手洗

の各スポットをわかりやすく説明して頂き，理解を深めることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身近な所に，歴史的・文化的に貴重な建物や町並み，美しい景観があることを知り，生

徒たち自身も，とびしま四島の魅力を改めて感じる１日になりました。今後は，学習した

ことをレポートにまとめ，「蒲刈小・中合同学習発表会(10/24)」で展示発表する予定です。 
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「褒め言葉よりも苦言に感謝。」 

          

 

総合的な学習の時間に，全校生徒で地域別に分かれて

「蒲刈太鼓」と「下蒲刈太鼓」の練習を行っています。

それぞれの地域に伝わる「太鼓」の演奏を引き継ぐと

ともに，それぞれのよさを１０月２４日（日）の蒲刈

小・中合同発表会で披露し合えるように準備をしてい

るところです。 

 小学校時代に演奏したことがあるとはいえ，忘れている部分や上手くできていない部分

がたくさんあり，それらの箇所を重点的に練習しています。「縦割りグループ」での活動の

ため，先輩・後輩が教え合ったり，意見を言い合ったりしな

がら，協力して活動しています。 

発表会当日まで，残り２週間を切りましたが，限られた時

間の中で集中して練習に励み，本番では素晴らしい演奏を披

露してくれると思います。保護者の皆さま，当日の演奏をぜ

ひお楽しみに！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

褒められると誰でも嬉しいものです。逆に，苦言を聞きたいという人は少ないでしょう。

しかし考えてみると，苦言を呈してもらえるのは有難いことです。相手に嫌われるかもし

れない中で苦言を言ってくれるということは，本気で自分のことを気にかけてくれている

証です。せっかくもらった苦言を，みなさんは素直に受け入れていますか。あれこれ言い

訳をつけて反発していませんか。この言葉のように，謙虚さを忘れずに，いただいた苦言

に感謝をし，自分を見つめられるようになるとよいですね。 

                                         

（ご意見・ご感想記入欄）             氏名（            ） 

１０月   １４日（木） １００問テスト（英語） 

         １５日（金） 読み語り 

避難訓練（地震・津波想定） 

     １７日（日） 呉市新人大会（ソフトテニス） 

     ２２日（金） 発表会リハーサル，準備 

     ２４日（日） 蒲刈小・中合同学習発表会 

     ２８日（木） 全校道徳 

     ２９日（金） 生徒会委員会 


